
令和４年７月２５日、水害版BCP策定セミナー 第一回「BCPの必要性について学ぶ」を開催しました。本セミナーは、
流域治水プロジェクトの一環である水害発生時の企業の被害最小化および早期復旧を目指し、水害版BCPを多くの企業に
策定してもらうことを目的としています。
第一回となった今回は、近年の水災害や名古屋市の水害リスクについて解説し、事業継続力強化計画認定制度や地域

連携BCPの重要性について説明した後、最後にBCP作成支援ツールの紹介を行いました。

水害版BCP策定セミナー（第１回 開催概要）

＜式次第＞

開会挨拶：庄内川河川事務所 事務所長 蘆屋 秀幸

①水災害と防災対策について
講演：庄内川河川事務所 調査課長 板倉 舞

②事業継続力強化計画制度概要・申請方法について
講演：中部経済産業局 中小企業課 総括係長 中島 徹

③地域連携BCPについて
講演：中部経済産業局 総務課 災害対策専門官 安藤 憲一

④BCP作成支援ツールの概要について
講演：パシフィックコンサルタンツ㈱

防災部 危機管理室 井手上 聡司

オンライン（Teams）と
併用で開催

庄内川河川事務所 板倉舞 中部経済産業局 中島徹

中部経済産業局 安藤憲一

庄内川河川事務所 事務所長 蘆屋秀幸

開会挨拶
災害が激甚化・頻発化し、全国各地で大
雨や洪水が毎年のように発生している。
そうした中、堤防づくりや河川の掘削など
の整備は進めているが、それだけでは水
害を防ぎきれない状況も考えられる。他
人事と思わず自分事としてセミナーを受
講してほしい。

開催後アンケート（抜粋）

日 時：令和4年7月25日（月）14時～
場 所：名古屋商工会議所 第一会議室

（オンライン併用）
主 催：中部地方整備局 庄内川河川事務所、

中部経済産業局
後 援：名古屋市、名古屋商工会議所
参加者：16企業、2大学 計23名

（対面：12名、オンライン：11名）

←セミナーの様子
新型コロナウィルス感染
拡大防止対策のため、
マスク着用、消毒、
検温等を徹底して開催。

・流域治水と地域連携BCPとの関連性について学ぶことができた。
・制度について知らないことが多かったので、勉強になった。
・（BCP支援ツールについて）入力しやすそうでよいと思う。

今後の開催予定

参加者の声（抜粋）

Q.セミナーの構成・内容に対して
どのくらい満足していますか？

Q.セミナーを通じてBCPの重要性は
理解できましたか？

（n=23）

第二回 事例報告・重要業務分析
ワークショップ

開催時期：9月中旬

開催時期：11月頃

第三回 BCP作成ワークショップ

・水害を経験した企業の体験談
・BCP作成に不可欠な「重要業務」の
分析および検討手法の紹介

＜講演者＞調整中

※内容は変更する可能性あり

・BCP作成支援ツールを活用した
簡易BCP作成ワークショップ

＜講演者＞
パシフィックコンサルタンツ㈱

セミナーの内容は多くの参加者に満足いただき、
セミナーを通じてBCPの重要性を理解いただくことができた。

パシフィックコンサルタンツ㈱
井手上聡司
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